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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２８年３月２４日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（シーバース） 

発生日時 平成２７年６月１８日 １０時５５分ごろ 

発生場所 大分県大分市大分港大分シーバース 

大分港鶴崎
つるさき

東防波堤灯台から真方位０８０°７００ｍ付近 

（概位 北緯３３°１６.９′ 東経１３１°４１.３′） 

事故の概要 油タンカーENEOS
エ ネ オ ス

 SPIRIT
ス ピ リッ ト

は、着桟作業中、大分シーバースに衝突し

た。 

ENEOS SPIRIT は、船体に擦過傷を生じ、また、大分シーバース

は、ドルフィンに変形を生じた。 

事故調査の経過 平成２７年６月１９日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

油タンカー ENEOS SPIRIT（パナマ共和国籍）、１５９,４１４トン 

 ９６６２８８７（ＩＭＯ番号）、LIBERIAN JERBOA TRANSPORTS, 

INC. 

 ３３９.５０ｍ×６０.００ｍ×２８.５０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、２３,６２０kＷ、２０１４年８月２９日（建造） 

 乗組員等に関する情報 船長（日本国籍） 男性 ４２歳          

 締約国資格受有者承認証 船長（パナマ共和国発給） 

  交付年月日 ２０１２年３月７日 

        （２０１７年２月２４日まで有効） 

水先人Ａ 男性 ６７歳          

内海水先区一級水先人水先免状 

  免 許 年 月 日 平成１１年２月４日 

  免状交付年月日 平成２５年１２月２０日 

  有効期間満了日 平成２９年２月３日 

水先人Ｂ 男性 ７２歳          

内海水先区一級水先人水先免状 

  免 許 年 月 日 平成７年２月１４日 

  免状交付年月日 平成２５年１月１０日 

  有効期間満了日 平成２８年２月１３日 
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 死傷者等 なし 

 損傷 本船 左舷船首外板に擦過傷 

シーバース ドルフィンに変形 

 気象・海象 

 

気象：天気 雨、風向 北北東、風力 ５、視程 約２海里（Ｍ） 

海象：波高 約１ｍ、潮汐 下げ潮の初期  

 大分地方気象台は、大分県中部に、６月１７日１６時４４分に強風 

及び波浪注意報を発表し、本事故時も同注意報を継続していた。 

 事故の経過 本船は、船長ほか２７人（日本国籍３人及びフィリピン共和国籍２

４人）が乗り組み、原油約３１０,０００ｔを積載し、船首約１９.４

８ｍ、船尾約２０.１１ｍの喫水で、平成２７年６月１８日１０時１

０分ごろ大分シーバース東方沖約５Ｍで２人の水先人が乗船し、半速

力前進の約８ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で同シー

バースに向け西進した。 

水先人は、着桟計画などを船長に説明し、船長から提示されたパイ

ロットカードを受けたが、本船の運動性能を十分に把握しなかった。 

水先人Ａ（主水先人）は、１０時４５分ごろ操舵室において水先人

Ｂ（副水先人）を見張りにつけ、船長が操船指揮、航海士が機関操縦

及び甲板手が手動操舵の配置で水先業務中、タグボートを５隻（以下

「タグボートＡ」、「タグボートＢ」、「タグボートＣ」、「タグボート

Ｄ」及び「タグボートＥ」という。）を配置し、タグボートＡ（約３,

２００kＷ）及びタグボートＢ（約２,６００kＷ）を船首に、タグボ

ートＣ（約３,２００kＷ）及びタグボートＤ（約３,２００kＷ）を船

尾に、タグボートＥ（約２,５００kＷ）を右舷中央にそれぞれタグラ

インを取り、極微速力前進に減速して航行した。 

水先人Ａは、陸上のバースマスターと着岸方法等についての無線連

絡を行った際、雑音等により聞こえづらく、その内容に注意を向けて

いたところ、大分シーバースまでの距離が約１.２Ｍとなり、水先人

Ｂから速力約８knで速いとの報告を受けた。 

水先人Ａは、１０時４８分ごろ、無線交信が終わって水先人Ｂから

の速力の報告もあり、大分シーバースまでの距離約０.８Ｍと速力約

７kn を確認したところ、ふだんよりも過大な速力であると思った

が、自身の水先の経験からいつもよりも少し早めに減速すれば着桟は

可能であると考えた。 

水先人Ａは、１０時４９分ごろ、依然として速力が約７kn と大き

かったので、機関を停止し、大分シーバースまでの距離が約０.５Ｍ

となっても約６kn の速力であったので、１０時５１分～５５分ごろ

極微速力後進から全速力後進まで機関を使用しつつ、右舵一杯とし、

タグボートで速力を制御した。 

本船は、１０時５５分ごろ、約３kn の速力で左舷船首外板が大分

シーバースのドルフィンに衝突した。 
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本船は、衝突後、水先人Ａの操船により、１１時５５分ごろ大分シ

ーバース沖に錨泊した。 

（付図１ 航行経路図、付表１ 本船のＡＩＳ記録（抜粋） 参照） 

 その他の事項 

 

大分シーバースの着桟及び離桟基準によると、同シーバース前面海

域の約３００ｍ沖において、速力がない状態で平行にすることとなっ

ている。 

水先人Ａは、ふだん、速力制御を大分シーバース沖約１Ｍで６kn、

約０.５Ｍで４kn、約０.３Ｍで３kn、約０.２Ｍで１～１.５kn とし

て航行し、同シーバース沖約２００ｍで同シーバースに平行としてタ

グボートにより着桟することとしていた。 

水先人Ａは、大分シーバースに向かう針路を２４２°としていた

が、針路上に旗竿が見えたのでふだんよりも北側に移動することとし

た。 

水先人Ａは、陸上のバースマスターとの無線連絡が、大分シーバー

スまでの距離及び速力の確認に支障を生じたと思った。 

水先人Ａは、水先の経験は１６年４か月であり、総トン数２０万ト

ン以上の経験が５３隻で、大分港ではそのうち１４隻の水先を行って

いた。 

船長は、大分シーバースまでの距離が約２Ｍで速力約８kn、約０.

５Ｍとなっても約６kn であり、速力が過大であると思ったが、水先

人にその旨を伝えなかった。 

本船の操縦性能表によれば、満載状態の微速力前進約７.７kn の速

力で航行中、全速力後進とした場合には、９分４２秒及び約１,００

０ｍで停止する。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、大分港において、大分シーバースへの着桟作業中、水先人

Ａが、本船の停止性能を把握していなかったことから、前進行きあし

を止めることができず、大分シーバースに衝突したものと考えられ

る。 

水先人Ａは、水先経験が豊富であったことから、自らの操船経験に

頼り、本船の停止性能データを十分に把握しなかったものと考えられ

る。 

原因  本事故は、本船が、大分港において、大分シーバースに着桟作業

中、水先人Ａが、本船の停止性能を把握していなかったため、前進行

きあしが止まらず、同シーバースに衝突したことにより発生したもの

と考えられる。 

参考 内海水先区水先人会は、本事故後、事故防止対策として、バースマ
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スターとの無線交信は副水先人が行い、大分シーバースの沖約１Ｍで

速力３kn を超えているときは着桟のやり直しを行うこととするなど

の内容をとりまとめ、各水先人に周知する措置を講じた。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・着桟予定の桟橋に接近する場合、停止性能、気象及び海象状況等

を把握し、進入速度が過大にならないように操船すること。 
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付図１ 航行経路図 
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付表１ 本船のＡＩＳ記録（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※船位は、船橋上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置である。また、船首方位及び 

対地針路は真方位である。 

 

 

 

時 刻 
北 緯 

（°-′-″） 

東 経 

（°-′-″） 

船首方位 

（°） 

対地針路 

（°） 

対地速力 

(kn) 

10:43:08 33-17-53.9 131-42-35.3 233 236.3 8.1 

10:44:08 33-17-49.2 131-42-27.4 230 232.6 8.1 

10:45:08 33-17-44.1 131-42-20.0 230 229.6 8.0 

10:46:08 33-17-39.0 131-42-12.9 230 229.4 7.9 

10:47:08 33-17-33.7 131-42-05.8 230 228.8 7.7 

10:48:08 33-17-28.8 131-41-58.9 228 229.8 7.5 

10:49:08 33-17-24.0 131-41-52.4 225 226.5 7.3 

10:50:08 33-17-18.9 131-41-46.5 225 224.0 7.0 

10:51:08 33-17-14.1 131-41-40.9 225 223.4 6.6 

10:52:08 33-17-09.4 131-41-35.7 226 223.7 6.1 

10:53:09 33-17-05.2 131-41-30.9 226 223.4 5.5 

10:54:09 33-17-01.4 131-41-26.8 227 222.5 4.7 

10:55:27 33-16-57.5 131-41-22.9 233 217.6 3.5 


